
 

 

 

 

                 市田小ＨＰ→ 
   

大きな学びの根っこを育てる時 

                                                    校長  森 洋子           

 

多くの保護者やボランティアの皆様に支えられ、前期後半のよいスタートが切れました。どのクラスでも楽し

い授業が展開され、10/3の運動会に向けた練習でも子供達のパワーと先生方の導きで素晴らしい努力が積み重な

っています。当日も大きな声援をお送りいただき、心に残る半日にしたいと思っております。 

さて、熊谷市の二期制におきましては、この１０月が「前期の締めくくり」「後期のスタート」という大きな節目です。

ここまで事故なく成長できたのは、保護者の皆様のおかげと心より感謝申し上げます。その感謝の１つ、様々あ

る学校のきまり、例えば「キーホルダーは１個まで」といったルールに対しても「落ち着いて学習に向き合える環境

を！」という意図を温かく汲み取り、ご協力いただけていることに感謝しています。全国的には「なぜそんな細かい制

限があるのか」「家庭の自由ではないか」と学校に疑問や苦情が寄せられるケースも少なくないからです。 

１０月中旬から始まる後期は、年間の学習内容の中でも特に深みのある「実りの時期」に入ります。一歩一歩

重ねてきた学習が、子供達の「確かな力」として蓄積されていく大切な時間です。 

「学習」は、決して楽しく簡単なことばかりではなく、時には「難しいな」「少し面倒だな」と壁にぶつかること

もあります。そんな時、子供達の背中を支え、乗り越えさせる力は、日々の生活の中にある「小さな我慢」や「丁

寧な準備の積み重ね」です。詩人の星野富弘さんの『木』という詩をご紹介します。 

誰かと比べる必要はありません。昨日の子供と比べて、ほんの少しでも成長してい 

る姿、地道に頑張っている姿を認めてあげること。その温かなまなざしこそが、子供 

達が土の中で目に見えない「強い根っこ」を張るための大きなエネルギーになります。 

後期、子供達の「学びの根っこ」をより太く、強くするために保護者の皆様に、ぜ 

ひ一緒に取り組んでいただきたい「３つの見届け」があります。 

①  筆箱の中身を、一緒に「整える」 

学校で子供達の筆箱を見ると、鉛筆が丸まっていたり、小さくなった消しゴムや関係の 

ないものが詰め込まれていたり・・・ぜひ、夜のうちに「鉛筆削ってあるかな？」「消 

しゴムは？」と、子供達と一緒に筆箱の中を確かめてください。道具を整えるという 

小さな習慣が、心を落ち着かせ、授業に向かう「覚悟」をつくります。 

②  音読を「聴いてあげる」 

宿題の音読は、すべての教科の基礎となる「読解力」や「言葉の力」を育てる最高の 

毎日できる挑戦。上手に読めるかどうかよりも、一生懸命に声を出し、言葉をたどっている姿を「聴いてあげる」こ

とが何よりの励みです。「今日もいい声で読めたね」という保護者の方の一言が、子供の自己肯定感を高めます。 

③  「やった事実」そのものを褒める 

毎日の宿題について、出来・不出来や正解の数ばかりに目を向けると、子供は学習に対して苦しさを感じてしま

います。大切なのは、「できたか・できないか」ではなく、机に向かい「やり切った」という事実そのものを認め

てあげることです。「今日もしっかり取り組めたね」「最後まで頑張れたね」と見届けていただくことで、子供達

の心に「次はもっと頑張ろう」という前向きなエネルギーが湧いてきます。 

 

家庭での「筆箱を整える」「音読を聴く」「頑張りを認める」という一つひとつの関わりは、一見すると地味で

小さなことに思えるかもしれません。しかし、こうした毎日の関わりこそが、子供達の心の深くに「強い根っこ」

を張らせていきます。根っこがしっかりと張った木は、どんな風が吹いても倒れず、やがて大きな花を咲かせ、

豊かな実をつけます。学習という大きな山を登っていく子供達の背中を、学校と家庭がしっかりと両側から支え、

「よく頑張っているね」と温かい風を送り続けていきましょう。 

後期も子供達一人一人の特性を大事に、可能性を信じ、時に寄り添い、時にそっと背中を押しつつ、全力で教

育活動に取り組んでまいります。教職員一同、前期最後の１ヶ月を元気いっぱい積み重ねていきます。 
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花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 

令和 8 年９月２5 日発行 

熊谷市立市田小学校  学校だより 10 月号 

 市田っ子 

学校教育目標  いき生きと学び ちからいっぱい活動し だれとでも仲良く 

「木」  

            星野 富弘 
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 ～ 運動会に向けて ～ 
「かけぬけろ！仲間と共に レベルアップ！！」 

１０月３日（土）【※予備日４日（日）】８：３０から運動会を開催します。今年の運動会の     

テーマは「かけぬけろ！仲間と共に レベルアップ！！」に決まりました。９月８日の児童集会では、

応援団の児童が赤組・白組、それぞれ自己紹介を行い、運動会に向けた熱い抱負を全児童に伝えてく

れました。また、15日の運動委員の委員会発表では、運動会練習での心構えや気を付けるポイント

を劇にして、分かりやすく教えてくれました。係打合せでは、5・6年生が協力して本番に向けて準

備を進めていました。運動会当日、保護者の皆様、地域の皆様の温かい声援をお待ちしております。 

前期後半スタート！ ～ 勉強に運動に パワー全開、市田っ子 ～ 

長かった夏休みも終わり、学校に子供達の姿が戻ってきました。学校は市田っ子の元気な声で  

活気が戻りました。久しぶりの再会に「先生、先生、聞いて！」と笑顔で来てくれました。充実    

した夏休みを過ごすことができたようです。前期後半も、社会科見学、遠足、運動会と学校行事が

たくさんあります。それらの行事を通して１人１人が成長を実感できるように指導をしていきます。 


